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こどもタウンミーティングを開催
議会とまちづくりを語る会
一般質問 町への提言！表紙：読者の方からの応募写真です

（表紙のことばは23ページ）

検索軽井沢町議会

2

軽井沢病院への提言書を提出3

条例改正案を提出
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平
成
29
年

11
月
【
視
察
研
修
】

福
岡
県
福
岡
市

官
民
協
働
事
業（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）

に
つ
い
て

平
成
30
年

2
月
【
視
察
研
修
】

小
諸
市

指
定
管
理
者
制
度
の
概
要

に
つ
い
て

・
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

　
つ
い
て

・
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に

　
つ
い
て

6
月
【
視
察
研
修
】

岩
手
県
紫
波
町

オ
ガ
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
官
民
連
携
事
業
）
の
概

要
に
つ
い
て

8
月
【
懇
談
会
】

条
例
改
正
に
つ
い
て
町
と

懇
談

10
月
【
懇
談
会
】

条
例
改
正
に
つ
い
て
町
と

懇
談

議会が提案した
条例改正案を可決

選定委員に知識経験者を

指定管理者制度に関して、指定管理者を選定する際の制度運用面の改善をはかるため、
視察をおこなうなど研究した結果、選定委員に外部の知識経験者を加えることにより、
高い透明性を確保する必要があることから、条例の一部改正をおこなう議案を提出しま
した。

「指定管理者選定委員会」の選定委員
は、これまでは副町長や、担当課長等、
町の職員のみで構成されていた。

「指定管理者選定審議会」と名称を改
め、委員に外部の知識経験者を加え
ることで、選定における、より高い
透明性を確保することができる。

公の施設の指定管理者の指定の
手続き等に関する条例

総務常任委員会が研究テーマと定めた
指定管理者制度に関しての条例改正案を提出しました。

改正のポイント

活
動
の
記
録

一口
メモ

「PPP」とは…「Public Private Partnership」（パブリック・プライベート・パー
トナーシップ）の略です。官民連携の意味で、官民が連携して公共サービスの提
供を行う手法のことです。

一口
メモ
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平
成
29
年

10
月
【
視
察
研
修
】

佐
賀
県
太
良
町
立
病
院

11
月【
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
】

「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を

語
る
会
」
に
て

12
月
【
勉
強
会
】

病
院
事
務
長
と
「
病
院
新

改
革
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

意
見
交
換

平
成
30
年

3
月
【
懇
談
会
】

病
院
長
と
軽
井
沢
病
院
に

つ
い
て
懇
談

5
月
【
視
察
研
修
】

神
奈
川
県
三
浦
市
立
病
院

愛
知
県
東
栄
町
立
病
院

6
月
【
視
察
研
修
】

飯
綱
町
立
病
院

信
濃
町
立
信
越
病
院

7
月
【
視
察
研
修
】

佐
久
穂
町
立
千
曲
病
院

8
月
【
懇
談
会
】

長
野
県
健
康
福
祉
部
長
と

の
懇
談

9
月
【
懇
談
会
】

公
的
病
院
医
師
と
の
懇
談

軽井沢病院に関する
提言書を提出

自治体病院での医師不足が続いている中、町
内の高齢化率は 31.4%（平成 30 年）であり、
医療ニーズはより一層高まることが見込まれ
ます。このような状況をふまえ、研修会への
参加や関係者からの聞き取りをおこなったほ
か、先進地の視察等を実施し「軽井沢病院の
経営に関する提言書」を町長へ提出しました。

(1) 医師確保の順守
信大・東大連携協定の一環として寄附講座が開設されたことにより、「常勤の内科医師２名
が新たに赴任される」と議会に説明したとおり、医師の確保を順守されたい。

(2) 事務長をはじめとしたスタッフの長期任用
「病院を支えていく」という意志と経営に関する知識の両面を持ち合わせた事務長の長期的
な任用が必要である。あわせて病院運営の専門的知識を持つ人材の採用を望む。

(3) 病床利用率の向上
転院患者の積極的な受け入れや、訪問看護との連携の中から入院患者の受け入れをできる
限り進めるよう求める。

(4) 地域包括ケアシステムの中核としての機能強化
町民の日常に寄り添う病院として、地域包括ケア病棟について検討すべきである。

(5) 病院との連携強化
病院開設者である町長と、さまざまな立場のスタッフとの意見交換会の定期的な開催を求
める。

軽井沢病院の経営に関する提言（要旨）

活
動
の
記
録

社会
常任委員会

一口
メモ

「地域包括ケアシステム」とは…高齢者の方々が住み慣れた地域で暮らし続けら
れるよう、医療や介護などの生活支援が地域の自主性や主体性に基づき地域の力
を活用しながら高齢者を支えていくシステムのことです。

一口
メモ
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こどもタウン
ミーティングを開催

10 
3

10 
9

10 
4

中部小学校６年生

西部小学校６年生

東部小学校5年生

　
選
挙
権
が
18
歳
以
上
へ
引
き
下
げ

ら
れ
新
し
い
有
権
者
が
誕
生
し
た
こ

と
に
よ
り
、「
出
前
授
業
」
と
し
て
議

会
に
よ
る
学
校
で
の
主
権
者
教
育
が

全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
軽

井
沢
町
議
会
で
は
、
議
会
と
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
な
の
か
知
っ
て
も
ら
い
、

地
域
の
こ
と
を
考
え
た
り
、
議
論
す

る
面
白
み
を
感
じ
て
も
ら
う
催
し
を

「
こ
ど
も
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
と

名
付
け
、
町
内
3
小
学
校
で
開
催
し

ま
し
た
。

中部小学校 6 年　高見澤 愛
め

衣
い

さん

議会の仕組みや役割についての説明を短めにま
とめて、「ワークショップ」の話し合いをもっと
長く行ってほしかったです。

東部小学校 5 年　鈴木 穂
ほの

香
か

さん

軽井沢の「好きなところ、気になるところ」では、
意見を聞いて大きな建物を作るよりも自然を豊
かにするという意見に同感だった。

西部小学校 6 年　南雲 遥
はるか

さん・小須田 杏
あん

樹
じゅ

さん

交通事故などが多く町外からの車も多いので
通学路などの安全をもっと確保してほしいです。

　

最
初
に
議
会
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の

か
、
画
像
を
使
っ
て
議
員
の
役
割
や
議
場
の

様
子
、
行
政
の
仕
事
が
決
ま
っ
て
い
く
仕
組

み
を
紹
介
し
ま
し
た
。
後
半
で
は
「
軽
井
沢

の
好
き
な
と
こ
ろ
・
気
に
な
る
と
こ
ろ
」
を

紙
に
書
い
て
も
ら
っ
た
あ
と
、
発
表
し
合
い

ま
し
た
。
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
が
好
き
だ

け
ど
、
色
々
な
お
店
も
ほ
し
い
と
い
う
、
同

時
に
解
決
す
る
の
が
ち
ょ
っ
と
難
し
そ
う
な

課
題
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
時
間
が
足
り
ず
議
論
を
深
め
る
と
こ
ろ
ま

で
い
か
な
か
っ
た
の
が
反
省
点
で
す
が
、
今

回
の
試こ
こ
ろみ
を
活
か
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
の

触
れ
合
い
の
場
を
今
後
も
増
や
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
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平成 31年 1月 11日（金）
議会では、親しみのある議会をめざし、より
多くの住民の方に議場においでいただこうと
今回は「太々神楽」鑑賞会を企画。30名の
方にお越しいただきました。

古くからの伝統が
残っているのは
うれしいかぎりです。
� 塩沢　男性

本会議場で観賞会を
おこなうアイディアは、

ユニークでとても良いと思いました。
また、神楽を観るのは初めて
だったので、とても興味深く

楽しい時間でした。
パキスタン　女性

初めて議場に来ました。
本会議では前後の流れが
わからないので、聞き取
りにくかったです。
� 借宿　男性

来場された方に
感想をうかがいました
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「
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
会
」よ
り

こ
の
語
り
合
い
の
場
は
、
議
会
活
動
の
様
子
を
地
域
に
出
向
い
て
住
民
の
皆
さ
ん
に
報
告
・
説
明
し
、
議
会
や
町
に
対

す
る
意
見
や
提
言
を
直
接
お
聞
き
し
て
、
政
策
立
案
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
10
月
29
日
馬
取
公
民
館
、
30
日
借
宿
公
民
館
、
31
日
く
つ
か
け
テ
ラ
ス
の
3
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

（
広
聴
の
幅
を
広
げ
る
た
め
の
試
み
と
し
て
、
30
、
31
日
は
午
後
１
時
か
ら
開
催
し
ま
し
た
。）

防
災
は

問　
防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
り
、
聴
き
取

り
づ
ら
い
対
応
策
と
し
て
、

戸
別
受
信
機
等
導
入
の
考

え
は
。

総
務
課
長　
電
波
法
の
改

正
に
よ
り
ア
ナ
ロ
グ
か
ら

デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
の
工
事

を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

聴
き
取
り
づ
ら
い
場
所
へ

の
対
応
は
、
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
や
防
災
無
線
電

話
応
答
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
情
報
伝
達
手
段
の
多
様

化
を
図
っ
て
き
た
。
戸
別

受
信
機
は
、
導
入
に
向
け

検
討
し
て
い
る
。

問　
防
災
訓
練
は
、
浅
間

山
噴
火
を
想
定
し
て
の
も

の
で
あ
る
が
、
地
震
災
害

時
の
訓
練
を
し
た
ら
ど
う

か
。

総
務
課
長　
過
去
3
回
の

実
施
状
況
は
、
平
成
26
年

度
に
台
風
の
接
近
に
伴
う

大
雨
を
想
定
し
た
も
の
、

平
成
28
年
度
と
今
年
度
は
、

浅
間
山
の
噴
火
活
動
レ
ベ

ル
が
平
成
27
年
6
月
か
ら

レ
ベ
ル
2
で
あ
っ
た
た
め

浅
間
山
の
噴
火
を
想
定
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

平
成
28
年
度
に
は
県
の
地

震
体
験
車
を
会
場
に
用
意

し
、
地
震
を
体
験
し
て
も

ら
っ
た
。
近
年
は
想
定
し

て
い
な
い
災
害
が
発
生
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後

は
土
砂
災
害
や
地
震
を
想

定
し
た
訓
練
も
織
り
交
ぜ

な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た

い
。

問　
観
光
客
・
別
荘
客
に

対
す
る
災
害
時
の
案
内
は

検
討
さ
れ
て
い
る
か
。
ま

た
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
利

用
す
る
方
法
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

総
務
課
長　
有
事
の
際
は
、

防
災
行
政
無
線
、
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
車
に
よ

る
巡
回
広
報
、
緊
急
速
報

メ
ー
ル
等
あ
ら
ゆ
る
手
段

に
よ
り
迅
速
に
情
報
伝
達

す
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
は
、

区
域
内
の
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
一
斉
に

知
ら
せ
る
仕
組
み
が
す
で

に
整
っ
て
い
る
。

問　
公
民
館
の
公
衆
電
話

は
、
避
難
所
開
設
時
に
必

要
と
の
こ
と
で
撤
去
せ
ず

設
置
し
て
い
る
。
利
用
者

が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
況

な
の
で
町
で
維
持
費
を
負

担
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長　
避
難
所
を
開

設
す
る
に
あ
た
り
、
公
衆

電
話
の
設
置
が
必
要
条
件

と
は
な
っ
て
い
な
い
。
公

衆
電
話
の
設
置
は
区
で
判

断
し
て
ほ
し
い
。
現
段
階

で
維
持
費
を
町
が
負
担
す

る
考
え
は
な
い
。

後日、皆様からお聞きした内容を町側に質
ただ

しましたので、その結果の一部を掲載いたします。

脱出救助訓練

語ろうあなたの思
い
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夏
も
さ
ほ
ど
水
圧
の
低
下

は
感
じ
な
か
っ
た
と
聞
い

て
い
る
が
、
水
圧
が
低
い

状
況
な
ど
感
じ
た
ら
連
絡

し
て
ほ
し
い
。

役
場
手
続
き
の
　

簡
略
化
を

問　
役
場
で
各
種
手
続
き

の
際
、
窓
口
が
分
散
化
し

て
い
て
大
変
だ
。
一
例
と

し
て
死
亡
時
一
箇
所
で
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
係

を
設
置
す
る
な
ど
、
手
続

き
の
簡
略
化
は
で
き
な
い

か
。

総
務
課
長　
平
成
29
年
度

の
組
織
改
革
に
よ
り
窓
口

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
実

施
し
て
き
た
。
事
務
手
続

き
の
簡
略
化
と
し
て
「
死

亡
時
に
特
化
し
た
係
の
設

置
」
に
つ
い
て
は
市
レ
ベ

ル
の
大
き
な
自
治
体
で
は

考
え
ら
れ
る
が
、
町
の
規

模
で
は
難
し
い
。
現
在
、

町
で
は
死
亡
時
の
手
続
き

が
必
要
な
担
当
係
の
リ
ス

ト
を
渡
し
て
い
る
が
出
先

機
関
で
の
手
続
き
も
あ
る

こ
と
か
ら
1
箇
所
で
の
対

応
は
難
し
い
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
は

問　
馬
取
・
上
発
地
間
の

峠
部
分
の
道
路
に
歩
道
が

な
い
。
馬
取
地
区
に
は
文

化
財
指
定
の
お
地
蔵
さ
ま

も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
生
か

し
た
観
光
ル
ー
ト
を
作
る

た
め
に
も
歩
道
を
設
置
で

き
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長　
馬
取
区

か
ら
石
仏
群
ま
で
は
歩
道

が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
の
先
の
峠
部
分

に
つ
い
て
は
地
形
等
の
理

由
で
歩
道
の
整
備
計
画
は

な
い
。
今
後
も
交
通
量
の

推
移
等
見
極
め
な
が
ら
検

討
し
た
い
。

問　
馬
取
バ
ス
停
か
ら
駒

形
神
社
前
の
農
道
を
突
き

当
り
ま
で
全
面
舗
装
し
て

ほ
し
い
。

地
域
整
備
課
長　
平
成
30

年
9
月
に
農
業
委
員
よ
り

全
町
の
農
道
・
水
路
等
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
提
出

し
て
も
ら
っ
た
。
今
後
、

提
出
さ
れ
た
結
果
を
も
と

に
優
先
順
位
と
工
事
箇
所

を
決
め
て
い
き
た
い
。

問　
道
路
・
水
道
な
ど
イ

ン
フ
ラ
整
備
が
懸
念
さ
れ

る
が
町
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。
ま
た
、
整

備
計
画
に
漏
れ
は
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長　
道
路
に

つ
い
て
は
、
重
要
性
・
必

要
性
を
十
分
認
識
し
て
い

る
。
整
備
計
画
は
路
面
状

況
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、

補
修
箇
所
の
優
先
順
位
を

決
め
整
備
し
て
い
る
。
ま

た
、
平
成
32
年
度
に
再
度

路
面
状
況
調
査
及
び
路
面

下
空
洞
調
査
を
行
い
、
こ

の
結
果
に
よ
り
再
度
優
先

順
位
を
付
け
整
備
計
画
の

見
直
し
を
し
た
い
。

上
下
水
道
課
長　
水
道
に

つ
い
て
、
漏
水
が
頻
発
し

て
い
る
場
所
を
重
点
的
に
、

ま
た
、
住
宅
が
増
え
水
需

要
の
増
加
し
て
い
る
地
域

の
水
道
管
を
大
き
な
口
径

に
変
更
し
て
い
る
。
水
道

管
の
工
事
は
、
年
間
1
・

5
〜
2
㎞
を
地
域
バ
ラ
ン

ス
を
考
慮
し
な
が
ら
布
設

替
え
し
て
い
る
。
平
成
22

年
度
に
作
成
し
た
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
の
改
定
を
来
年
度

くつかけテラス会場

3 会場で 47 名の
参加者がありました。

馬取会場

借宿会場

この先に歩道がないの？

区
等
へ
の
安
定
給
水
の
た

め
成
沢
配
水
池
を
整
備
し

て
き
た
。
馬
取
消
防
団
詰

所
付
近
で
毎
日
水
圧
を
測

定
し
て
い
る
が
配
水
池
が

で
き
る
前
に
比
べ
数
値
は

上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

上
水
道
は

問　
馬
取
地
区
の
水
道
の

水
圧
が
低
い
。
夏
以
降
さ

ら
に
水
圧
が
下
が
っ
て
い

る
が
。

上
下
水
道
課
長　
馬
取
地
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予
定
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
現
在
の
資
産
状
況
を
見

直
し
、
整
備
計
画
自
体
も

見
直
し
た
い
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
　
　

設
置
を

問　
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
た
い
が
、
小
規
模
な
区

で
は
費
用
の
捻
出
が
難
し

い
の
で
町
負
担
で
設
置
で

き
な
い
か
。

総
務
課
長　
防
犯
カ
メ
ラ

を
各
区
へ
設
置
す
る
こ
と

及
び
各
区
で
設
置
し
た
費

用
に
つ
い
て
補
助
す
る
考

え
は
な
い
。
し
か
し
、
県

警
察
本
部
で
は
平
成
29
年

度
か
ら
「
街
頭
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
促
進
事
業
」
と
し

て
設
置
費
用
の
一
部
を
補

助
す
る
事
業
が
あ
る
こ
と

を
区
長
会
で
説
明
し
た
。

補
助
率
は
補
助
対
象
経
費

の
2
分
の
1
以
内
、
1
団

体
上
限
25
万
円
と
な
っ
て

い
る
の
で
必
要
で
あ
れ
ば

活
用
し
て
ほ
し
い
。

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
は

問　
軽
井
沢
ナ
ン
バ
ー
に

つ
い
て
再
度
ト
ラ
イ
し
て

み
た
ら
ど
う
か
。

総
合
政
策
課
長　
ご
当
地

ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
登

録
台
数
10
万
台
と
い
う
条

件
の
み
だ
っ
た
が
、「
地

域
住
民
の
具
体
的
な
ニ
ー

ズ
」
や
「
地
域
振
興
等
に

お
け
る
活
用
方
策
の
明
確

化
」
が
追
加
さ
れ
た
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
民
意
に

よ
る
強
い
意
志
の
も
と
佐

久
地
域
が
一
丸
と
な
る
こ

と
が
絶
対
条
件
で
、
行
政

主
導
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
民
意
の
高
ま
り
が

あ
っ
て
、
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
に

な
る
。

樹
木
の
枝
切
り
は

問　
道
路
に
は
み
出
し
た

樹
木
の
伐
採
に
つ
い
て
、

町
は
も
っ
と
積
極
的
に
所

有
者
に
働
き
か
け
て
ほ
し

い
。

地
域
整
備
課
長　
一
般
的

な
対
応
は
法
務
局
の
土
地

登
記
簿
に
よ
り
所
有
者
を

調
査
し
、
文
書
で
伐
採
の

依
頼
を
し
て
い
る
。
な
お
、

常
住
者
な
ど
に
つ
い
て
は

訪
問
し
樹
木
伐
採
の
お
願

い
を
し
て
い
る
。
枝
の
伐

採
や
倒
木
に
つ
い
て
の
周

知
方
法
と
し
て
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
か

る
い
ざ
わ
及
び
別
荘
等
所

有
者
に
対
し
て
は
「
風
の

お
た
よ
り
」「
緑
の
お
た

よ
り
」
に
も
掲
載
し
て
い

る
。

　
具
体
的
な
場
所
の
情
報

を
提
供
し
て
も
ら
え
れ
ば

働
き
か
け
る
。

問　
古
宿
村
中
線
の
石
垣

か
ら
道
路
に
は
み
出
し
て

い
る
枝
が
あ
る
。
通
学
路

で
危
な
い
の
で
対
応
し
て

ほ
し
い
。

地
域
整
備
課
長　
町
道
部

分
に
つ
い
て
の
枝
払
い
は

実
施
し
た
。
民
有
地
に
つ

い
て
は
場
所
を
特
定
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
所
有
者

を
調
べ
文
書
に
よ
り
枝
払

い
の
依
頼
を
す
る
。

さ
ら
な
る
住
民
　

参
加
を

問　
子
育
て
中
や
働
い
て

い
る
人
た
ち
が
、
も
っ
と

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
に
参
加
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
小
さ
な
地
区
に
つ

い
て
も
話
し
合
う
機
会
が

あ
っ
た
ら
よ
い
と
思
う
。

行
政
は
、
住
民
参
加
を
促

す
な
ど
、
も
っ
と
住
民
の

方
を
向
い
て
も
ら
え
な
い

か
。

総
合
政
策
課
長　
エ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
具
現
化
の
た
め

そ
の
地
域
へ
出
向
き
意
見

を
聞
い
て
い
る
。
そ
う
い

う
中
で
子
育
て
中
や
働
い

て
い
る
人
た
ち
に
積
極
的

に
参
加
し
て
ほ
し
い
が
時

間
的
に
難
し
い
面
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

小
さ
な
地
区
に
つ
い
て
も

と
い
う
こ
と
だ
が
町
全
体

を
す
べ
て
網
羅
す
る
と
い

う
の
は
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
、
当
面
は
エ

リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
メ
イ
ン こういう木の管理は？

防犯対策として

一口
メモ

「エリアデザイン」とは…軽井沢グランドデザインで 22 世紀へのまちづくりの参考とするため、町内の
特徴的な５つのエリアを対象とした問題提起です。町の 22 世紀風土フォーラムでは、エリアデザインを
参考に地域のイメージアップや活性化を図るため、住民参加に向けた仕組みづくりに取り組んでいます。

一口
メモ
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に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん

が
積
極
的
に
参
画
す
る
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
行
政
の
方
で
促
し
方
が

足
り
な
い
と
い
う
部
分
は

反
省
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
点
で
あ
り
、
今
後
も
そ

の
点
を
含
め
検
討
し
て
い

き
た
い
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路

標
識
の
改
善
を

問　
国
道
の
南
側
に
沿
っ

て
自
転
車
を
表
示
し
た
標

識
が
建
っ
て
い
る
。
外
国

人
旅
行
者
に
こ
の
表
示
は

自
転
車
通
行
帯
を
示
す
も

の
と
の
認
識
が
あ
り
非
常

に
危
険
だ
。
見
る
と
歩
道

を
通
行
す
る
よ
う
に
と
の

内
容
で
あ
る
が
、
日
本
語

表
記
で
あ
り
外
国
人
に
は

伝
わ
ら
な
い
。
改
善
が
必

要
で
は
な
い
か
。

観
光
経
済
課
長　
現
在
は

日
本
語
表
記
だ
け
の
た
め

英
語
表
記
を
加
え
改
善
し

た
い
。
ま
た
、
自
転
車
を

歩
道
へ
誘
導
す
る
工
夫
を

す
る
と
と
も
に
サ
イ
ク
リ

ン
グ
マ
ッ
プ
は
英
語
・
中

国
語
・
タ
イ
語
等
で
作
成

し
て
い
る
た
め
、
そ
の

マ
ッ
プ
上
に
通
行
箇
所
の

注
意
点
を
加
え
る
な
ど
工

夫
を
し
た
い
。

ウ
ィ
ス
ラ
ー
市
姉
妹

都
市
交
流
は

問　
姉
妹
都
市
提
携
20
周

年
記
念
事
業
と
し
て
記
念

碑
を
建
て
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
人
的
交
流
が

大
切
だ
と
思
う
。
今
後
ど

の
よ
う
な
交
流
を
す
る
の

か
。

総
合
政
策
課
長　
人
的
交

流
事
業
は
、
お
互
い
の
住

民
が
相
手
の
風
土
・
文
化

を
理
解
し
友
好
関
係
を
深

め
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、

永
年
に
わ
た
り
首
長
の
相

互
の
交
流
及
び
子
ど
も
た

ち
の
交
流
を
続
け
て
き
て

い
る
。
今
後
に
つ
い
て
も

子
ど
も
た
ち
の
派
遣
交
流
、

両
首
長
に
よ
る
相
互
の
訪

問
を
軸
と
し
て
交
流
を
深

め
て
い
き
た
い
。
な
お
、

今
後
は
観
光
連
携
な
ど
も

踏
ま
え
協
議
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

軽
井
沢
高
校
の
　

町
立
化
は

問　
県
立
か
ら
町
立
に
戻

し
中
高
一
貫
校
に
し
た
ら

ど
う
か
。
ま
た
、
敷
地
の

所
有
形
態
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
高
校

を
町
立
化
し
た
場
合
、
年

間
4
億
5
千
万
〜
5
億
円

の
経
費
が
か
か
る
。
ま
た
、

建
物
が
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
別
途
建
て
替
え

の
た
め
の
基
金
積
み
立
て

も
必
要
と
考
え
現
時
点
で

は
難
し
い
。
高
校
受
験
が

な
く
、
早
い
時
期
か
ら
大

学
受
験
に
備
え
る
こ
と
が

で
き
る
中
高
一
貫
校
は
今

後
の
課
題
と
し
て
検
討
す

る
必
要
も
あ
る
か
と
思
う

が
、
中
学
校
の
校
舎
は
新

築
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、

今
す
ぐ
の
変
更
は
難
し
い
。

　
高
校
の
敷
地
は
長
野
県

の
所
有
地
で
あ
る
。

植
栽
の
条
例
化
は

問　
工
事
等
で
樹
木
を
伐

採
し
た
あ
と
に
、
再
植
栽

す
る
こ
と
を
条
例
化
し
た

ら
ど
う
か
。

環
境
課
長　
開
発
行
為
や

建
築
等
を
行
う
場
合
は

「
自
然
保
護
の
た
め
の
土

地
利
用
行
為
の
手
続
き
等

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

き
、
事
前
に
事
業
内
容
等

を
協
議
し
て
お
り
、
木
竹

の
伐
採
等
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
「
自
然
保
護
対
策

要
綱
」
を
遵
じ
ゅ
ん
守し
ゅ
し
た
形
で

計
画
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
条
例
化
す
る
考

え
は
な
い
。

なぜこの場所に？

伐採のあとは植栽を
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※
議
会
に
対
し
て
も
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
お
答
え
い
た
し

ま
す
。

語
る
会
の
開
催
　

時
間
の
工
夫
を

問　
今
回
の
議
会
と
ま
ち

づ
く
り
を
語
る
会
は
、
子

育
て
世
代
の
た
め
に
昼
間

の
開
催
に
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
午
前
中
に
開
催
し

て
も
ら
え
る
と
子
ど
も
を

送
っ
た
あ
と
に
参
加
で
き

る
。
ま
た
、
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
だ
と
出
や
す
い
。

答　
来
場
者
の
方
の
ご
都

合
は
個
人
の
事
情
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
幅
広
い
広
聴
活
動

を
目
指
し
て
時
間
を
工
夫

し
な
が
ら
開
催
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

も
開
催
す
れ
ば
楽
し
そ
う

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
ご
意
見
が
た
く
さ
ん

出
て
き
た
ら
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
　
　

問
題
は

問　
2
0
2
5
年
問
題
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

保
健
福
祉
課
長　

町
の

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
よ
る

2
0
2
5
年
は
、
生
産
世

代
1
人
で
1
・
5
人
の
高

齢
者
を
支
え
る
時
代
と
な

る
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
背
景
の
中
、
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
第
7

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に

お
い
て
、
高
齢
者
の
人
達

が
で
き
る
だ
け
長
く
健
康

で
、
ま
た
、
重
度
な
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
も
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最

後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支

援
が
地
域
の
自
主
性
や
主

体
性
に
基
づ
き
、
一
体
的

に
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
。さ

ら
な
る
自
然
　

環
境
の
保
全
を

問　
以
前
は
別
荘
地
だ
っ

た
土
地
が
民
間
企
業
の
駐

車
場
と
な
っ
た
。
車
の
出

入
り
が
絶
え
ず
、
夜
間
は

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
ま
ぶ
し

い
の
で
敷
地
境
界
に
植
樹

を
し
て
も
ら
っ
た
。
し
か

し
、
樹
高
も
低
く
間
隔
が

広
い
た
め
効
果
が
な
い
。

自
然
保
護
対
策
要
綱
は
別

荘
地
内
の
駐
車
場
設
置
に

対
し
て
細
か
な
条
件
が
な

く
環
境
保
全
の
点
で
問
題

が
な
い
か
。

環
境
課
長　
「
自
然
保
護

の
た
め
の
土
地
利
用
行
為

の
手
続
き
等
に
関
す
る
条

例
施
行
規
則
」
で
有
料
駐

車
場
に
つ
い
て
は
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
営
業
を
目

的
と
し
な
い
駐
車
場
に
つ

い
て
は
条
例
に
基
づ
く
協

議
は
不
要
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
協
議
を
必
要
と

し
な
い
案
件
で
も
「
自
然

保
護
対
策
要
綱
」
の
基
準

は
当
然
遵
じ
ゅ
ん
守し
ゅ
し
て
も
ら
う
。

　
現
場
を
確
認
し
た
の
で

事
業
者
に
対
し
改
善
の
働

き
か
け
を
し
た
い
。

　
な
お
、
近
年
は
別
荘
地

等
に
同
様
な
駐
車
場
の
設

置
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、

良
好
な
別
荘
環
境
保
全
の

た
め
に
も
、
何
ら
か
の
対

策
が
必
要
と
考
え
る
の
で

研
究
し
て
い
く
。

問　
別
荘
地
内
で
の
自
然

環
境
の
保
全
に
つ
い
て
の

要
望
が
以
前
か
ら
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
も
こ
う
し

た
要
望
等
が
や
ま
な
い
。

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た

施
策
・
指
導
が
不
十
分
で

は
な
い
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
環
境
教
育
を
も
っ
と
積

極
的
に
行
わ
れ
た
い
。

環
境
課
長　
町
は
豊
か
な

自
然
環
境
を
背
景
に
、
保

健
休
養
地
と
し
て
、
伝
統

と
優
れ
た
自
然
を
保
持
す

る
た
め
厳
し
い
規
制
の
自

然
保
護
対
策
要
綱
を
制
定

し
対
応
し
て
き
た
。

　
自
然
環
境
の
保
全
に
関

心
が
高
い
町
民
等
が
多
い

こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
・
要
望
等
が
寄
せ
ら

れ
る
が
、
今
後
も
こ
れ
ら

を
活
か
し
な
が
ら
長
期
的

な
視
野
に
立
っ
た
施
策
・

指
導
を
し
て
い
き
た
い
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
小
・

中
学
校
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
厳
し
い
中
、
自
然
を

大
切
に
し
、
共
に
生
き
る

喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、

い
ろ
い
ろ
な
科
目
等
で
環

境
教
育
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
な
お
、
環
境
問
題
に
つ

い
て
は
、
家
庭
や
地
域
で

も
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

これで遮
しゃ

蔽
へい

効果は？

一口
メモ

「2025 年問題」とは…2025 年頃に「団塊の世代」の人々が 75 歳以上の後期高
齢者になることにより社会保障費や医療費の増大等、社会にさまざまな諸問題が
生じると予測されることを指す言葉です。

一口
メモ



平成31年1月25日　第121号11

議会って

どんなところ
？

「議会とまちづくり
を語る会」とは
なんですか？

どうすれば出席
できますか？

本会議や委員会の
傍聴はできますか？

Q1

Q2

Q3

A

A

A

議会Q&A
とかくわかりづらく、とっつきにくいイメージがある議会ですが、このコーナーでは議会の基本的なしく
みをわかりやすく解説しながら、皆さまの疑問にお答えしていきたいと思います。

一般的には「議会報告会」といわれることが多いのですが、軽井沢
町議会では「議会とまちづくりを語る会」と呼んでいます。各地区
の公民館などへ議員が出かけて行き、集まった地域の皆さんに対し
て、議会の活動の様子を議員が直接説明する会です。また、まちづ
くりや困りごとに関する意見や要望をお聞きして、そのことについ
て話し合ったり、いまどんな問題があるのかをよく知ることで、問
題の解決につなげていくことも、大きな目的の一つです。
気軽にお話できる雰囲気づくりにつとめています。ぜひ一度ご参加
ください。

3月と 9月の定例月会議の後、それぞれ 3会場、計 6会場で開催
しています。所要時間は約2時間です。もちろん町民以外の方でも、
どなたでも参加できます。開催場所や日時は議会だよりや新聞折込
で事前にお知らせして
います。詳しくは議会
事務局（45-8910）ま
でお問い合わせくださ
い。

議会に関する会議は原則としてすべて傍聴することができます。
本会議場の定員は 45人（一般席）です。あらかじめ住所・お名前
を受付票に記入してください。携帯電話の電源は切ったり、飲食し
ないことなどいくつかきまりがあります。
写真撮影等する場合は、事前に議長の許可が必要です。
また委員会を傍聴するときは、事前に委員長の許可が必要です。
詳しくは議会事務局（45-8910）までお問い合わせください。
会議の開催日程は新聞折込や軽井沢町議会ホームページでお知らせ
しています。

議会Q&A

役場庁舎北側の玄関を入ります。

本会議を
傍聴して
みませんか

入ってすぐ左側の階段を上がります。

ここが傍聴席です。 ここで受付し、奥の階段へ。 3階へ上がります。



平成31年1月25日　第121号 12

町への提言 !!一般質問

横須賀 桃子� （13ページ）

●校外でのタブレットの貸与を進め、全ての子ど
も達にタブレット学習を

川島 さゆり� （14ページ）

●住民を巻き込み、環境教育や啓発活動を
●多言語による避難所運営を
●軽井沢版 S

エスディジーズ

DGs は

内堀 次雄� （15ページ）

●環境基本計画の策定は
●廃プラスチックの削減に向けて
●スポーツ推進計画の策定の進捗状況は

利根川 泰三� （16ページ）

●思い切ってインフラの代表と言える道路整備を
大々的に行えないか
●歩道と自転車道の管理は
●ビーコン（近距離通信技術）の活用は
●旧駅舎記念館の活用は
●今後の発地市庭の計画は

寺田 和佳子� （17ページ）

●発達障がい児支援の新たな取り組みは
●認可外保育施設の無料化は

土屋 浄� （18ページ）

●教員の過重労働の軽減を図れ
●軽高の「存続」ではなく「魅力化」を

佐藤 幹夫� （19ページ）

●当町所有の建築物について、アスベスト含有調
査を実施したか

西 千穂� （20ページ）

●オープンデータに関する導入検討結果は
●情報収集の方法は
●広報広聴戦略は

 一般質問  一般質問

検索軽井沢町議会

成人式会場にて

一問一答で町側答弁も含め１時間以内と
なっています。
内容に関しては要約して掲載しています。
議事録は議会ホームページで閲覧できます。

１日目 2日目



平成31年1月25日　第121号13

問　
小
・
中
学
校
で
タ
ブ

レ
ッ
ト
学
習
が
始
ま
る
が
、

サ
ポ
ー
ト
体
制
と
準
備
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
電
子

機
器
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
時

で
も
授
業
に
支
障
が
な
い

よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

の
準
備
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

習
得
支
援
を
教
員
に
対
し

て
行
う
。

問　
教
員
へ
の
支
援
は
教

科
ご
と
行
う
べ
き
だ
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
そ
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
。

問　
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
電
子

黒
板
を
連
動
す
る
学
習
は

い
つ
か
ら
実
施
す
る
の
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
先
生

が
電
子
機
器
の
使
用
方
法

を
習
得
し
だ
い
進
め
た
い
。

問　
歴
史
と
国
語
な
ど
他

教
科
を
連
動
さ
せ
て
学
ぶ

学
習
法
も
行
う
べ
き
だ
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
ま
ず

は
じ
め
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
と
情
報
モ
ラ
ル
教

育
の
連
動
を
考
え
て
い
る
。

問　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か

ら
通
学
で
き
な
い
児
童
・

生
徒
の
家
庭
学
習
の
た
め

に
校
外
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
貸
与
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
デ
ー

タ
な
ど
の
安
全
性
が
保
障

さ
れ
た
ら
考
え
た
い
。

問　
町
で
は
「
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
生
き
る
力
を

伸
ば
し
た
い
」
と
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。
苦
し
ん
で

い
る
子
ど
も
に
必
要
な
支

援
と
は
何
か
、
と
の
発
想

で
考
え
る
べ
き
だ
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問　
以
前
か
ら
の
課
題
に

対
し
て
、
こ
れ
か
ら
検
討

す
る
の
で
は
遅
す
ぎ
る
が
。

町
長　
タ
ブ
レ
ッ
ト
教
育

は
試
行
錯
誤
中
で
あ
る
。

問　
「
教
育
」
に
「
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
」
を
か
け
合
わ

せ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
に

期
待
す
る
効
果
と
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
自
ら

行
動
し
自
分
の
意
見
を
説

明
で
き
、
他
者
の
意
見
も

聞
き
入
れ
る
力
の
習
得
だ
。

町
長　
社
会
を
生
き
て
い

こども教育課長

校外でのタブレットの貸与を進め、
全ての子ども達にタブレット学習を

セキュリティ―が確保されれば考えたい
横須賀 桃子

一 般 質 問

タブレット学習で効率の良い学びを !!

く
中
で
身
に
つ
け
て
い
く

必
要
の
あ
る
技
術
で
あ
る
。

問　
様
々
な
デ
ー
タ
収
集

が
容
易
に
な
る
が
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
学
習

に
対
し
て
活
発
に
な
っ
た

か
な
ど
数
字
に
出
な
い
部

分
で
の
調
査
も
考
え
た
い
。

問　
教
員
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
お
便
り
等
を
電
子

的
に
発
信
し
て
は
ど
う
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
今
後

考
え
て
い
き
た
い
。

一口
メモ

「プログラミング教育」とは…子どもの理論的思考力や問題解決能力を育むとと
もに、コンピューターが浸透した社会で生きていくために必要な能力を向上させ
るための新しい教育のことです。

一口
メモ



平成31年1月25日　第121号 14

一 般 質 問

問　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
に
よ
る
食
物
連
鎖
の

環
境
教
育
等
の
推
進
は
。

環
境
課
長　
環
境
省
「
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
マ
ー

ト
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
当

町
の
取
り
組
み
を
登
録
し
、

国
内
外
に
情
報
発
信
し
て

い
る
。
エ
コ
バ
ッ
グ
を
配

布
し
、
レ
ジ
袋
削
減
に
取

り
組
み
、
海
洋
ご
み
対
策

に
つ
な
げ
る
。
今
後
も
住

民
を
巻
き
込
み
、
わ
か
り

や
す
く
趣
向
を
凝
ら
し
た

環
境
教
育
、
啓
発
活
動
を

検
討
、
実
施
し
て
い
く
。

問　
レ
ジ
袋
有
料
化
や
マ

イ
ボ
ト
ル
推
進
は
。

環
境
課
長　
レ
ジ
袋
有
料

化
は
国
の
動
向
を
見
て
対

応
。
マ
イ
ボ
ト
ル
は
広
報

を
通
じ
て
啓
発
活
動
を
し

て
い
く
。

多
言
語
に
よ
る
　

避
難
所
運
営
を

問　
災
害
情
報
の
多
言
語

化
、
多
言
語
標
識
、
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
確
保
は
。

総
務
課
長　

町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
観
光
庁
等
の
ア

プ
リ
を
掲
載
。
全
て
の
指

定
避
難
所
に
英
語
と
国
際

規
格
の
非
常
口
、
避
難
所

サ
イ
ン
の
案
内
標
識
を
設

置
。
今
後
、
韓
国
語
、
中

国
語
の
検
討
余
地
は
あ
る

が
、
災
害
対
応
の
Wi-

Fi

を
整
備
し
、
対
応
を
進
め

て
い
る
。
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
が
立
ち
上
が
っ

て
の
活
動
と
な
る
の
で
難

し
い
課
題
。
県
多
言
語

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
電
話
通

訳
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る
。

町
長　
74
言
語
1
0
5
ヵ

国
に
対
応
す
る
ポ
ケ
ッ
ト

通
訳
機
も
あ
る
の
で
購
入

し
様
々
な
場
所
に
置
く
こ

と
も
可
能
と
考
え
る
。

問　
外
国
の
方
に
大
規
模

訓
練
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
課
題
を
検
証
し
て
は
。

総
務
課
長　
な
か
な
か
参

加
し
て
も
ら
え
な
い
状
況

な
の
で
検
討
し
て
い
く
。

軽
井
沢
版
　

S
D
G
s
は

問　
軽
井
沢
版
Sエス
デ
ィ
ジ
ー
ズ

D
G
s

と
は
。

町
長　
今
後
、
S
D
G
s

と
い
う
重
要
な
道
標
に
沿

い
、
当
町
に
あ
っ
た
形
で

進
め
て
い
く
。
信
大
・
東

大
連
携
協
定
の
課
題
解
決

も
含
め
、
住
民
や
企
業
も

巻
き
込
ん
で
意
識
啓
発
や

S
D
G
s
未
来
都
市
選
定

制
度
も
検
討
し
て
い
く
。

川島 さゆり
わかりやすく趣向を凝らした環境教育、
啓発活動をしていく

環境課長

住民を巻き込み、
� 環境教育や啓発活動を

一口
メモ

「SDGs」とは…2015 年 9 月国連で採択され「持続可能な開発目標」「誰ひとり取り残さない」との理念のもと、
貧困のない持続可能な世界を次世代に受け継いでいくことを目標に 2030 年までに 17 の目標、169 のターゲット
230 の指標を示し、すでに世界規模で取り組みが始まっています。長野県は「SDGs 未来都市」に選定されています。

一口
メモ

海洋プラスチックごみは私達の問題です



平成31年1月25日　第121号15

コンビニにもエコバッグを

一 般 質 問

問　
町
は
今
ま
で
「
環
境

基
本
計
画
は
策
定
し
な
い

が
、
基
本
計
画
に
該
当
す

る
も
の
と
し
て
個
別
の
計

画
を
策
定
し
て
い
る
」
と

し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
個

別
の
上
位
計
画
と
し
て
環

境
基
本
計
画
を
策
定
し
、

環
境
負
荷
の
軽
減
や
生
物

多
様
性
の
消
失
に
対
す
る

意
識
の
啓
発
に
努
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
環

境
基
本
計
画
の
策
定
は
。

環
境
課
長　
今
ま
で
策
定

し
て
き
た
個
別
の
計
画
を

体
系
的
に
ま
と
め
て
い
く

必
要
は
感
じ
て
い
る
の
で
、

計
画
策
定
の
前
提
と
な
る

環
境
基
本
条
例
の
制
定
を

視
野
に
入
れ
、
既
存
の
条

例
や
例
規
と
の
関
連
を
ふ

ま
え
環
境
基
本
計
画
の
策

定
を
進
め
て
い
く
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

削
減
に
向
け
て

問　
G 

20
関
係
閣
僚
会
議

の
主
要
課
題
と
言
わ
れ
て

い
る
海
洋
汚
染
の
原
因
で

あ
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

削
減
に
向
け
て
、
会
議
開

催
都
市
と
し
て
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

環
境
課
長　
広
報
等
を
通

じ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
削
減
の
協
力
を
呼
び
か

け
る
。
レ
ジ
袋
の
削
減
を

視
野
に
ス
ー
パ
ー
等
の
か

ご
の
規
格
に
合
わ
せ
た
エ

コ
バ
ッ
グ
の
各
戸
配
布
を

考
え
て
い
る
。

問　
ス
ー
パ
ー
で
の
エ
コ

バ
ッ
グ
使
用
は
か
な
り
浸

透
し
て
い
る
が
、
コ
ン
ビ

ニ
等
で
利
用
で
き
る
小
さ

く
て
お
し
ゃ
れ
な
バ
ッ
グ

を
用
意
し
て
買
い
物
に
行

く
に
は
バ
ッ
グ
を
持
っ
て

い
く
と
い
う
文
化
を
育
て

る
事
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　
海
洋
汚
染
の
問
題

は
、
山
国
に
住
む
我
々
も

大
き
な
問
題
と
捕
ら
え
、

買
い
物
袋
の
問
題
も
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
考
え
て

い
き
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
　

計
画
の
策
定
の
　

進
捗
状
況
は

問　
軽
井
沢
の
保
健
休
養

の
地
と
し
て
そ
の
自
然
環

境
や
提
供
す
る
医
療
と
共

に
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
用
意
が
重
要
と
考
え
る

が
、
そ
の
基
本
と
な
る
ス

ポ
ー
ツ
推
進
計
画
策
定
の

進
捗
状
況
は
。

総
合
政
策
課
長　
軽
井
沢

だ
か
ら
こ
そ
の
ス
ポ
ー
ツ

推
進
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

る
た
め
、
学
識
経
験
者
や

各
方
面
か
ら
の
知
識
経
験

者
に
よ
る
準
備
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
そ
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
沿
っ
た
実
効
あ
る　

推
進
計
画
を
策
定
す
べ
く

進
め
て
い
る
。

環境基本条例を制定し基本計画の策定を進めていく

環境課長

内堀 次雄

環境基本計画の策定は
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一 般 質 問

利根川 泰三

地域整備課長

来年度は、例年の倍２億円の予算を要求している

思い切ってインフラの代表と言える
� 道路整備を大々的に行えないか

問　
現
在
も
道
路
整
備
は

路
面
状
況
調
査
を
も
と
に

実
施
し
て
い
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長　
平
成
25

年
に
実
施
し
た
調
査
を
ふ

ま
え
毎
年
10
路
線
３
㎞
を

整
備
、
順
番
が
変
わ
る
こ

と
も
あ
る
。

問　
大
き
な
公
共
施
設
建

設
計
画
も
な
い
来
年
度
に
、

思
い
切
っ
て
道
路
整
備
を

大
々
的
に
行
え
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長　
例
年
の

倍
２
億
円
の
予
算
を
要
求

し
て
い
る
。

問　
住
民
の
最
も
関
心
の

あ
る
道
路
に
、
も
っ
と
予

算
を
増
や
せ
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長　
財
政
当

局
と
相
談
し
て
い
く
。

歩
道
と
自
転
車
道

の
管
理
は

問　
歩
道
清
掃
の
地
元
の

協
力
は
増
え
て
い
る
の
か
。

地
域
整
備
課
長　
４
団
体

が
増
え
現
在
27
団
体
と

な
っ
た
。

問　
軽
井
沢
バ
イ
パ
ス
の

自
転
車
道
改
修
に
合
わ
せ

観
光
活
用
面
で
の
協
議
は
。

住
民
課
長　
改
修
が
行
わ

れ
な
か
っ
た
た
め
協
議
が

進
ま
な
か
っ
た
。

ビ
ー
コ
ン（
近
距
離
　

通
信
技
術
）
の
　
　

活
用
は

問　
風
越
公
園
で
の
ビ
ー

コ
ン
を
利
用
し
た
実
証
実

験
に
よ
る
費
用
対
効
果
は
。

地
域
整
備
課
長　

実
績

１
０
７
件
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
か
な
く
費
用
対
効
果

は
小
さ
い
も
の
だ
っ
た
。

問　
ビ
ー
コ
ン
を
利
用
し

た
観
光
案
内
は
。

観
光
経
済
課
長　

実
験

後
検
討
し
て
い
な
い
。

Wi-

Fi
機
能
を
と
り
入
れ

た
大
型
看
板
を
考
え
て
い

る
。旧

駅
舎
記
念
館
の

活
用
は

問　

旧
駅
舎
記
念
館
に

あ
っ
た
展
示
物
を
観
光
会

館
か
ら
駅
に
戻
せ
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長　
ス
ペ
ー

ス
の
問
題
で
戻
す
こ
と
は

難
し
い
。

問　
旧
駅
舎
記
念
館
が
し

な
の
鉄
道
の
駅
舎
と
な
っ

た
が
、
駅
前
交
番
の
移
転

問
題
に
進
展
は
な
い
の
か
。

総
務
課
長　
代
替
地
な
ど

の
提
案
を
し
て
い
る
が
、

移
転
協
議
が
進
ま
な
い
。

今
後
の
発
地
　
　

市
庭
の
計
画
は

問　
発
地
市
庭
の
拡
張
計

画
は
考
え
て
い
る
か
。

観
光
経
済
課
長　
民
間
の

進
出
の
状
況
を
見
た
中
で

考
え
て
い
く
。

問　
６
次
産
業
化
を
ど
の

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
。

観
光
経
済
課
長　
そ
ば
の

他
に
、
霧
下
野
菜
の
漬
物

や
イ
チ
ゴ
の
ム
ー
ス
・
と

う
も
ろ
こ
し
の
プ
リ
ン
・

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使
っ
た

焼
き
菓
子
等
も
開
発
し
て

い
る
。

一口
メモ

「ダウンロード」とは…サイトなどに登録されている様々なデータを自分のスマー
トフォンやパソコンに取り込むことです。

一口
メモ

交番の移転は？
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一口
メモ

一 般 質 問

寺田 和佳子

発達障がい児支援の
� 新たな取り組みは
保健福祉課長

児童発達支援センターの整備を進める

問　
以
前
、
発
達
障
が
い

に
関
す
る
一
般
質
問
の
際
、

平
成
30
年
４
月
よ
り
特
別

教
育
支
援
員
兼
学
習
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
各
小
学
校
に

１
名
増
員
す
る
と
の
答
弁

だ
っ
た
が
、
増
員
後
の
効

果
検
証
は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
発
達

障
が
い
が
あ
り
、
特
別
支

援
学
級
に
入
級
し
て
い
る

生
徒
に
対
し
て
、
基
本
的

な
生
活
態
度
や
基
礎
学
習

支
援
が
図
ら
れ
、
保
護
者

も
満
足
し
て
い
る
。

問　
信
大
で
は
発
達
障
が

い
を
診
断
で
き
る
開
業
医

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る

当
町
な
の
で
、
定
期
的
な

医
師
派
遣
あ
る
い
は
、
町

内
の
開
業
医
に
対
し
、
信

大
の
取
り
組
み
へ
の
参
加

依
頼
は
で
き
な
い
か
。

総
合
政
策
課
長　
医
師
派

遣
は
、
必
要
に
応
じ
要
望

を
上
げ
る
こ
と
は
可
能
。

保
健
福
祉
課
長　
町
内
開

業
医
と
の
連
携
は
、
今
後

予
定
し
て
い
る
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
の
整
備
・

療
育
内
容
へ
の
助
言
の
み

に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

問　
発
達
障
が
い
児
支
援

の
新
た
な
取
り
組
み
は
。

保
健
福
祉
課
長　
平
成
32

年
度
ま
で
に
児
童
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
整
備
を
進
め

る
。

問　
国
は
、
こ
の
施
設
が

市
町
村
単
位
で
設
置
困
難

な
場
合
、
広
域
で
の
設
置

も
可
能
と
し
て
い
る
。
近

隣
の
状
況
次
第
で
は
、
当

町
以
外
の
子
ど
も
も
受
け

入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
い
か
が
か
。

保
健
福
祉
課
長　
基
本
は

在
住
者
。
事
情
に
よ
り
受

け
入
れ
る
可
能
性
も
あ
る

が
、
詳
細
は
未
定
。

問　
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
詳
細
が
決

ま
っ
て
い
な
い
今
こ
そ
、

町
内
で
同
じ
役
割
を
担
っ

て
い
る
「
に
じ
い
ろ
ポ

ケ
ッ
ト
」
の
ス
タ
ッ
フ
か

ら
施
設
・
運
営
に
関
す
る

意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
健
福
祉
課
長　
開
設
に

あ
た
り
、
必
要
に
応
じ
意

見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

認
可
外
保
育
施
設

の
無
料
化
は

問　
国
が
無
料
化
の
対
象

外
と
す
る
保
育
施
設
に
通

う
場
合
、
町
と
し
て
認
可

保
育
施
設
と
同
様
の
措
置

は
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
国
の

方
針
に
基
づ
く
同
様
の
無

償
化
は
現
時
点
で
は
検
討

し
て
い
な
い
が
、
園
へ
の

補
助
は
検
討
中
。

児童発達支援センターが併設される予定の老人福祉センター

一口
メモ

「児童発達支援センター整備」とは…障がいのある児童に身近な地域で支援を行
う施設で、日常生活における基本的動作の指導、集団生活への適応訓練などを行
います。保育所訪問や相談窓口としての機能も併せ持ちます。
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問　
小
・
中
学
校
教
員
の

過
重
労
働
が
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
町
内
の

学
校
現
場
で
の
超
過
勤
務

の
実
態
は
。

教
育
長　
実
態
と
し
て
は

長
時
間
勤
務
で
あ
る
。
最

近
の
超
過
勤
務
の
数
字
で

は
、
月
46
時
間
余（
5
月
）。

自
宅
持
ち
帰
り
の
仕
事
時

間
は
含
ま
れ
な
い
。

問　
勤
務
時
間
の
把
握
は
。

教
育
長　
昨
年
10
月
か
ら

タ
イ
ム
カ
ー
ド
で
や
っ
て

い
る
。

問　
教
員
の
超
過
勤
務
は

当
た
り
前
の
こ
と
と
す
べ

き
で
は
な
い
。
先
生
も
子

ど
も
た
ち
も
授
業
は
楽
し

い
と
な
っ
て
こ
そ
の
学
校

で
あ
る
。
先
生
が
疲
れ

切
っ
た
表
情
だ
っ
た
り
、

授
業
の
準
備
が
ろ
く
に
で

き
な
か
っ
た
り
で
は
楽
し

い
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
過

労
死
ラ
イ
ン
は
月
の
残
業

80
時
間
と
言
わ
れ
て
い
る
。

「
自
宅
残
業
」
は
2
時
間

平
均
か
と
思
わ
れ
る
。
こ

れ
を
含
め
れ
ば
過
重
労
働

は
限
界
で
あ
る
。
な
ぜ
こ

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
教

員
増
が
必
須
と
考
え
る
が
。

教
育
長　
小
学
校
ク
ラ
ス

担
任
は
平
均
週
26
時
間
、

中
学
校
は
教
科
担
任
が
週

20
時
間
の
持
ち
時
間
だ
が
、

教
員
増
と
い
う
の
が
必
須

の
課
題
だ
と
思
う
。
子
ど

も
に
関
わ
る
時
間
が
大
事

で
あ
る
。

軽
高
の「
存
続
」で
は
な

く「
魅
力
化
」を

問　
軽
井
沢
高
校
敷
地
内

の
同
窓
会
館
に
町
が
「
公

設
塾
」
を
開
設
す
る
と

な
っ
て
い
る
。
ど
ん
な
構

想
か
。

こ
ど
も
教
育
課
長　
軽
井

沢
高
校
が
県
の
高
校
再

編
（
統
廃
合
）
計
画
の
対

象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

町
外
の
生
徒
も
通
う
県
立

高
校
だ
が
、
人
口
減
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
に
も

必
要
と
考
え
て
の
設
置
で

あ
る
。

問　
こ
の
件
で
は
二
言
目

に
は
「
存
続
の
た
め
」
と

言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
や

め
て
ほ
し
い
。
生
徒
は
存

続
の
危
機
に
あ
る
高
校
を

選
ぶ
だ
ろ
う
か
。
島
根
県

隠
岐
の
島
の
島ど
う
前ぜ
ん
高
校
は

廃
校
の
危
機
か
ら
立
ち

直
っ
た
が
、
そ
れ
は
「
存

続
」で
は
な
く「
魅
力
化
」

に
成
功
し
た
か
ら
で
あ
る
。

「
塾
」
と
呼
ば
ず
「
学
習

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
は
。

町
長　
そ
の
通
り
で
あ
り
、

魅
力
化
が
主
眼
で
あ
る
。

教育長

町の裁量でできる軽減策は進める

教員の過重労働の軽減を図れ

一 般 質 問

土屋 浄

「公設塾」開設が予定されている軽井沢高校同窓会館
( 正門入って右側 )
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当町所有の建築物について、
アスベスト含有調査を実施したか

総務課長
吹き付けアスベスト石綿等の使用状況について、
建設課において調査を行った

問　
18
年
前
、
特
に
平
成

元
年
以
前
に
建
設
さ
れ
た

当
町
所
有
の
建
築
物
に
つ

い
て
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

調
査
を
実
施
し
た
か
。

総
務
課
長　
平
成
17
年
に
、

吹
き
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
石

綿
等
の
使
用
状
況
に
つ
い

て
、
建
設
課
に
お
い
て
各

施
設
の
管
理
者
に
対
し
調

査
を
行
っ
た
。

問　
調
査
結
果
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
、
ま
た
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
含
有
が
認
め
ら

れ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
施
し
た
か
。

総
務
課
長　

社
会
体
育

館
・
軽
井
沢
中
学
校
・
中

央
公
民
館
・
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
が
規
制
の
対
象
と

な
り
、
社
会
体
育
館
・
軽

井
沢
中
学
校
は
取
り
壊
し
、

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
中

央
公
民
館
は
、
ア
ス
ベ
ス

ト
の
除
去
、
仕
上
げ
材
・

下
地
・
石
膏
ボ
ー
ド
の
撤

去
交
換
を
行
い
、
取
り
切

れ
て
い
な
い
倉
庫
に
つ
い

て
は
、
錠
を
か
け
立
入
禁

止
と
し
た
。

問　
当
町
で
は
、
住
民
や
、

特
に
大
型
施
設
を
持
つ
事

業
者
に
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

に
つ
い
て
の
広
報
・
指
導

を
行
っ
た
か
。

環
境
課
長　
建
築
物
等
の

解
体
、
改
造
、
補
修
作
業

を
行
う
場
合
は
、
都
道
府

県
知
事
へ
届
け
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
所
管
す
る
佐
久

地
域
振
興
局
環
境
課
、
ま

た
、
佐
久
建
設
事
務
所
建

築
課
に
お
い
て
、
指
導
を

行
っ
て
い
る
た
め
、
町
か

ら
は
特
段
、
広
報
・
指
導

等
を
す
る
考
え
は
な
い
。

問　
石
綿
含
有
調
査
を
す

る
専
門
の
会
社
が
長
野
県

に
は
7
社
あ
り
、
窓
口
に

相
談
に
来
ら
れ
る
方
に
紹

介
で
き
る
よ
う
な
体
制
を

と
っ
て
も
ら
い
た
い
。

環
境
課
長　
各
調
査
会
社

を
調
べ
、
問
い
合
わ
せ
に

対
し
、
案
内
で
き
る
体
制

を
整
え
た
い
。

問　
国
で
は
、
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
調
査
及
び
除
去
に

対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
地
方
公
共

団
体
経
由
で
行
っ
て
お
り
、

町
で
補
助
申
請
を
行
わ
な

い
と
補
助
を
受
け
ら
れ
な

い
が
、
町
で
も
補
助
を
す

る
考
え
は
な
い
か
。

地
域
整
備
課
長　
補
助
に

対
し
て
は
県
で
ア
ス
ベ
ス

ト
調
査
台
帳
の
整
備
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の

結
果
を
見
た
上
で
判
断
し

た
い
。

一 般 質 問

佐藤 幹夫

アスベストの除去作業

一口
メモ

「アスベスト」とは…天然にできた鉱物繊維で「石綿（いしわた）」とも呼ばれ、丈夫で変形しに
くいことから、建材や断熱材などさまざまな工業製品に使用されてきました。しかし、肺がんや
中皮腫を発症する発がん性が問題となり、現在では、原則として製造・使用等が禁止されています。

一口
メモ



平成31年1月25日　第121号 20
一口
メモ

「オープンデータ」とは…官民のもつデータを二次利用するために公開すること
で、国民参加・官民協働の推進を通じた諸課題の解決や、経済の活性化、行政の
高度化・効率化等が期待されています。

問　
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
に

関
す
る
導
入
は
。

総
合
政
策
課
長　
具
体
的

な
手
順
な
ど
、
組
織
内
で

の
運
用
方
法
を
検
討
し
、

ま
ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら

一
つ
一
つ
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
化
を
推
進
し
、
随
時
検

証
を
行
い
な
が
ら
、
公
開

範
囲
を
拡
大
し
て
い
き
た

い
。情

報
収
集
の
方
法
は

問　
住
民
が
道
路
な
ど
の

危
険
箇
所
を
発
見
し
た
時
、

ス
ム
ー
ズ
に
そ
の
情
報
連

絡
を
す
る
た
め
に
ア
プ
リ

を
活
用
す
る
考
え
は
。

地
域
整
備
課
長　
平
成
30

年
９
月
に
運
用
開
始
し
た
、

町
の
統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活

用
し
、
通
報
者
に
よ
る
現

場
状
況
写
真
の
投
稿
が
で

き
る
よ
う
研
究
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

環
境
課
長　
平
成
31
年
度

よ
り
ご
み
分
別
促
進
ア
プ

リ
を
導
入
す
る
計
画
で
、

新
年
度
に
予
算
要
求
し
た
。

広
報
広
聴
戦
略
は

問　
有
効
な
周
知
方
法
と

し
て
、
広
報
紙
と
連
動
し

て
簡
単
に
運
用
で
き
る

「
マ
チ
イ
ロ
」（
自
治
体
向

け
広
報
ア
プ
リ
）
と
い
う

ア
プ
リ
に
つ
い
て
の
検
討

は
。

住
民
課
長　
現
在
、
導
入

に
向
け
研
究
し
て
い
る
。

問　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
取

り
上
げ
ら
れ
た
案
件
に
つ

い
て
は
、
町
の
公
式
な
発

表
、
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を

お
こ
な
う
べ
き
、
と
提
案

し
た
が
、
検
討
結
果
は
。

総
合
政
策
課
長　
町
の
考

え
方
が
正
確
に
伝
わ
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し
て

い
く
。

問　
新
宿
ア
ル
タ
ビ
ジ
ョ

ン
で
放
映
さ
れ
て
い
る
観

光
宣
伝
映
像
は
町
民
も
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ

う
が
よ
い
と
思
う
が
。

観
光
経
済
課
長　

ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
観
光
協
会
の

ア
カ
ウ
ン
ト
で
視
聴
で
き

る
よ
う
に
す
る
。

問　
庁
舎
内
体
制
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
に
関
し
て
、
職
員
が

各
課
か
ら
出
る
町
の
発
信

に
つ
い
て
、
担
当
課
だ
け

で
な
く
、
全
職
員
が
情
報

共
有
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

総
務
課
長　
職
員
の
パ
ソ

コ
ン
上
で
、
こ
れ
ま
で
の

周
知
情
報
を
一
覧
で
見
る

こ
と
が
で
き
、
情
報
共
有

で
き
て
い
る
。

総合政策課長

法整備により、オープンデータ化が急務となった

オープンデータに関する
� 導入検討結果は

一 般 質 問

西 千穂

一口
メモ

47 都道府県 1741 市区町村
100％ 316 自治体　18％

平成 30 年 4 月 30 日時点 平成 30 年 9 月 17 日時点
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マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

等
に
よ
る
海
洋
汚
染
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削

減
の
た
め
、
不
要
な
レ
ジ
袋
を

受
け
取
ら
な
い
よ
う
全
世
帯
に

エ
コ
バ
ッ
グ
を
無
償
配
布
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

補正
予算
問　
若
者
の
人
口
流
出
に
つ
な
が
る
と
も
い
え

る
が
、
軽
井
沢
町
に
帰
っ
て
町
に
還
元
し
て
も

ら
え
る
よ
う
な
内
容
を
盛
り
込
ん
で
い
る
か
。

答　
大
学
を
出
れ
ば
、
確
か
に
戻
っ
て
く
る
確
率

は
低
く
な
る
。
戻
っ
て
き
や
す
い
、
活
躍
で
き
る

ス
テ
ー
ジ
を
町
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問　
軽
井
沢
高
校
の
教
職
員
と
の
意
見
交
換
は
ど

の
く
ら
い
お
こ
な
わ
れ
た
か
。

答　
何
度
か
お
こ
な
っ
た
。
未
来
構
想
会
議
を
7

回
ほ
ど
お
こ
な
っ
て
い
る
。

問　
隠お

岐き

島ど
う
前ぜ
ん
高
校
の
場
合
は
、
魅
力
化
事
業
と

し
て
い
る
。
名
称
も
公
設
塾
、
塾
と
い
う
こ
と
で

よ
い
の
か
。
単
な
る
予
備
校
で
は
よ
く
な
い
。
事

業
化
す
る
に
早
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
い
つ
廃
校
に
な
っ
て
し
ま
う
か
わ
か
ら
ず
、

一
刻
も
早
く
手
を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
魅
力
化
す
る
と
い
う
観
点
で
取
り
組
む
必
要
は

あ
る
。
名
称
は
、
塾

と
い
う
名
前
で
よ
い

の
か
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。
留
学
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う

も
の
が
あ
り
、
海
外

に
も
留
学
し
て
学
び

を
深
め
る
と
い
う
も

軽井沢高校 公設塾開設軽井沢高校 公設塾開設
新たな魅力づくりへ向けて

エコバッグ購入経費

の
で
、
県
で
は
4
校
が
参
加
し
て
い
る
。
県
教
委

と
も
話
し
て
い
る
が
、
地
域
高
校
か
ら
も
留
学

フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
を
、
と
い
う
話
も
あ
り
、
軽
井

沢
高
校
の
魅
力
化
へ
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

　
軽
井
沢
高
校
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
科
が

あ
る
。
そ
の
な
か
で
英
語
を
活
か
し
た
観
光
ガ
イ

ド
な
ど
、
高
校
生
が
活
躍
し
て
い
け
る
よ
う
な
こ

と
も
魅
力
化
の
ひ
と
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
島
前
高
校
を
た
て
な
お
し
た
第
一
人
者
に
も

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
指

導
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　
在
校
生
が
公
設
塾
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の

か
、
リ
サ
ー
チ
は
し
た
か
。

答　
生
徒
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
。
前
校
長
、
現
校
長
、
未
来
構
想
会
議
、

P
T
A
等
か
ら
公
設
塾
の
要
望
を
受
け
て
い
る
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
公
設
塾
で
や
れ
ば
よ

い
か
、
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
生
徒
、
保
護
者
に

対
し
て
12
月
中
に
実
施
す
る
。

問　
何
人
く
ら
い
が
対
象
な
の
か
。
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
に
な
る
の
か
。

答　
各
学
年
20
名
く
ら
い
で
計
60
名
く
ら
い
の
想

定
。
個
々
に
合
わ
せ
た
対
応
を
し
て
い
く
。
学
力

だ
け
で
は
な
い
、
軽
井
沢
な
ら
で
は
の
勉
強
も
実

施
し
て
い
く
。

問　
エ
コ
バ
ッ
グ
は
、
か
な
り
普
及
し
て
る
と
思

う
が
必
要
な
の
か
。

答　
G
20
関
係
閣
僚
会
合
の
関
係
市
町
村
と
し
て
、

な
に
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
環
境
省
に
も
相

談
し
た
結
果
、
エ
コ
バ
ッ
グ
を
考
え
た
。
平
成
13

年
に
全
戸
配
布
し
た
が
年
数
も
経
過
し
て
い
る
の

で
、
今
回
ま
た
計
上
し
た
。

問　
平
成
13
年
に
配
布
し
た
バ
ッ
グ
は
ま
だ
使
え

る
状
態
だ
が
、
今
回
ま
た
全
戸
配
布
と
い
う
の
は

資
源
の
無
駄
使
い
で
は
な
い
か
。
前
回
配
布
し
た

も
の
を
検
証
し
た
の
か
。

答　
当
時
配
布
し
た
も
の
は
か
な
り
使
わ
れ
て
い

る
の
で
、
経
年
劣
化
を
考
え
今
回
ま
た
配
布
し
た

い
。

問　
レ
ジ
袋
を
使
用
し
て
い
る
店
舗
に
、
町
と
し

て
働
き
か
け
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
。

答　
町
と
し
て
も
働
き
か
け
て
い
く
。

問　
大
き
な
エ
コ
バ
ッ
グ
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
用
の

も
の
が
良
い
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答　
再
度
検
証
し
て
、
ど
ち
ら
の
バ
ッ
グ
が
よ
い

の
か
を
含
め
て
コ
ン
ビ
ニ
用
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

5850
万円

440
万円

少
子
化
に
と
も
な
う
県
立
高
校
の
統
廃
合
問
題
に
お
い
て
、
軽
井
沢
高
校
の
存
続
を

町
と
し
て
支
援
す
る
た
め
、学
力
向
上
を
目
的
と
し
た
公
設
塾
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一口
メモ

一口
メモ

「留学フェローシップ」とは…海外の大学進学を希望する高校生等に対して、情報提供と、動
機や適性に応じた大学をマッチングさせるなど、さまざまな留学支援をする NPO 法人の活動
です。全国の県教委・中学高校と協働し、ワークショップ型の海外進学説明会を開催しています。

（30 年度〜 33 年度）
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各
種
証
明
の
発
行

　

平
成
31
年
4
月
よ
り

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」

を
使
用
す
る
と
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
に
お

い
て
も
各
種
証
明
を
取
得

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

問　
取
得
で
き
る
証
明
は
。

住
民
課
長　
町
に
住
民
登

録
し
て
い
れ
ば
、
住
民
票

の
謄
本
・
抄
本
、
印
鑑

証
明
、
税
関
係
の
証
明

が
、
本
籍
地
が
町
内
の
方

は
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
・

附
票
の
謄
本
・
抄
本
が
取

得
で
き
る
。
ま
た
、
本
籍

地
が
町
外
の
方
に
つ
い
て

は
、
そ
ち
ら
の
市
町
村
で

も
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
実
施

し
て
い
て
、
な
お
か
つ
本

籍
地
で
の
事
前
登
録
が
あ

れ
ば
、
全
国
ど
こ
の
コ
ン

ビ
ニ
で
も
交
付
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
。

ご
み
の
減
量
化
は

　

ご
み
の
さ
ら
な
る
資

源
化
と
減
量
化
を
目
指

し
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物

の
ご
み
袋
の
代
金
が
１
枚

1
0
0
円
か
ら
1
5
0
円

に
値
上
が
り
し
ま
す
。

問　
ご
み
の
資
源
化
と
減

量
化
に
向
け
て
の
具
体
的

な
対
策
と
は
何
か
。

環
境
課
長　
事
業
所
な
ど

へ
直
接
出
向
き
、
ご
み
の

資
源
化
の
推
進
や
排
出
方

法
に
つ
い
て
細
か
な
指
導

を
行
っ
て
い
る
。

総
務
課
長　
引
き
続
き
ホ

テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

で
の
「
３さ
ん

０ま
る

１い
ち

０ま
る

運
動
」

等
を
推
進
し
、
食
品
ロ
ス

の
削
減
を
図
っ
て
い
く
。

委員会リポート

社会
常任委員会

一口
メモ

「3010 運動」とは…宴会時の食べ残しを減らすため、 乾杯後 30 分間は料理を楽
しみ、お開き 10 分前になったら再度料理を楽しみ食品ロスの削減を図る運動の
ことです。

一口
メモ

請願はこうなりました
〔請願第1号〕米軍基地負担に関する請願

請 願 者 趣　　旨 委員会意見 本会議結果 意 見 書

軽井沢
９条の会
代表
稲垣　壬午

紹介議員
土屋　浄

全国知事会では、平成 30 年 7 月に
「米軍基地負担に関する提言」とし
て国に提出している。その内容は
１．飛行訓練等の速やかな情報提供
２．日米地位協定の抜本的見直し
３．米軍人等による事件・事故防止、
　　騒音防止措置
４．基地の整理縮小、返還促進
となっている。この提言に即して政
府、国会に対して日米地位協定の抜
本的改定に取り組むよう意見書の提
出を求める。

全 国 知 事 会
の提言を尊重
し、意見書提
出は必要。

全会一致で
採択

全国知事会が国
宛に提言した「米
軍基地負担に関
する提言」（平成
30 年 7 月 27 日
採択）に同意し、
その実現のため
日米地位協定の
改定作業に着手
されるよう求め
ます。

3010 運動

長野県 HPより
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議会事務局に応募する旨を、電話またはメールでお知
らせください。デジタルデータの送付方法等をご相談
させていただきます。
連絡先：軽井沢町議会事務局
メールアドレス：gikai@town.karuizawa.nagano.jp
電話：0267-45-8910

議会改革の
全国トップを行く
２つの先進議会を

視察

視察報告
議会運営
委員会

平
成
30
年
10
月
18
日

岐
阜
県
　
可か

児に

市
議
会

こ
こ
に
注
目
！

◦
民
意
を
反
映
す
る

　
政
策
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

◦
常
任
委
員
会
に
よ
る

　
代
表
質
問

　
「
４
つ
の
サ
イ
ク
ル
」

で
議
会
運
営
を
行
い
、
年

間
千
名
以
上
の
市
民
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施

し
て
い
る
議
会
。

①
議
会
運
営
サ
イ
ク
ル

　
議
員
が
替
わ
っ
て
も
次

の
議
会
へ
引
き
継
ぎ
、

議
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で

任
期
４
年
間
の
議
会
運

営
方
針
を
毎
年
定
め
て

い
る
。

　
平
成
29
年
に
常
任
委
員

会
代
表
質
問
を
可
能
に
。

②
予
算
決
算
審
査
サ
イ
ク

ル
　
決
算
を
分
析
、
現
予
算

に
活
か
し
、
次
年
度
予

算
に
反
映
。
予
算
委
員

会
で
徹
底
し
た
議
員
間

の
自
由
討
議
、
全
会
一

致
で
の
提
言
を
市
長
に

通
知
。

③
意
見
聴
取
・
反
映
サ
イ

ク
ル

　
議
会
報
告
会
や
一
般
質

問
、
常
任
委
員
会
、
各

種
団
体
懇
談
会
か
ら
抽

出
、
意
見
を
聴
取
し
反

映
。

④
若
い
世
代
と
の
交
流
サ

イ
ク
ル

　
高
校
生
、
マ
マ
さ
ん
議

会
等
若
い
世
代
と
交
流
。

【
考
察
】

　
議
長
、
委
員
長
が
１
年

任
期
。
改
選
後
に
は
議
会

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
決
ま
っ

て
お
り
、
ゴ
ー
ル
を
逆
算

し
て
進
ん
で
い
る
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合

計
画
を
リ
ン
ク
さ
せ
課
題

を
判
断
、
議
会
が
計
画
と

か
ら
め
て
審
議
し
て
い
る

の
で
、
市
長
が
勝
手
な
こ

と
が
で
き
な
い
。
二
元
代

表
制
の
議
会
の
役
割
を

し
っ
か
り
果
た
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
参
考
に
し
た
い
。

平
成
30
年
10
月
19
日

愛
知
県
　
犬
山
市
議
会

こ
こ
に
注
目
！

◦
市
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ

　
制
度

◦
議
員
間
討
議

　
定
例
会
会
期
中
に
全
員

協
議
会
で
、
ま
た
委
員
会

で
も
議
員
間
討
議
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
市
民
参
加

に
よ
る
議
会
活
動
が
活
発

に
行
わ
れ
て
い
る
議
会
。

①
市
民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ

制
度

　
発
言
は
議
場
に
お
い
て

１
人
５
分
。
市
民
の
意

見
を
全
員
協
議
会
等
で

議
員
間
で
討
議
し
、
議

会
政
策
提
案
に
。
対
象

者
は
年
齢
不
問
、
幅
広

い
世
代
か
ら
意
見
聴
取

が
で
き
市
民
の
政
治
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
。

②
議
員
間
討
議

　
一
般
質
問
、
議
案
質
疑

の
中
か
ら
議
長
が
テ
ー

マ
を
抽
出
し
、
全
員
協

議
会
で
徹
底
し
た
議
員

間
討
議
を
実
施
。

【
考
察
】

　
毎
週
一
回
、
市
民
が
議

長
室
に
来
て
自
由
に
意
見

要
望
を
発
言
で
き
る
。
議

会
が
市
民
の
意
見
を
聞
こ

う
と
す
る
シ
ン
ボ
ル
的
な

試
み
だ
。
議
員
間
討
議
は
、

政
策
に
つ
な
げ
な
け
れ
ば

意
味
が
な
く
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
や
希
望
を
反
映
で

き
る
よ
う
、
意
見
を
吸
い

上
げ
る
場
を
増
や
し
そ
の

中
の
意
見
を
中
心
に
議
員

間
討
議
を
す
べ
き
で
、
そ

の
発
言
が
何
に
結
び
つ
く

か
考
え
、
討
議
す
る
必
要

性
を
感
じ
た
。

　
特
別
冷
え
込
ん
だ
12
月

の
あ
る
日
、
木
々
の
枝
に

樹
氷
が
つ
く
現
象
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
晴
れ
渡
っ
た

空
の
青
と
、
陽
の
光
に
輝

く
樹
氷
の
白
さ
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
に
魅
入
ら
れ
て
キ

リ
ッ
と
し
た
冬
の
空
気
が

表
現
で
き
れ
ば
と
写
真
に

収
め
ま
し
た
。
四
季
さ
ま

ざ
ま
な
表
情
を
見
せ
る
浅

間
山
が
間
近
に
迫
る
こ
の

場
所
は
、
家
か
ら
近
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
よ
く
撮
影

に
出
か
け
て
い
ま
す
。

�

（
大
日
向　
M
・
S
）

表
紙
の
こ
と
ば

みなさまからの写真のご応募をお待ちしています



　
新
年
を
迎
え
、
皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
議
員

任
期
が
、
残
り
３
月
余
り
と
な

り
、
や
り
残
し
た
こ
と
が
な
い

か
と
、
考
え
を
め
ぐ
ら
し
て
い

ま
す
。

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
委
員
を

し
て
い
て
、
皆
様
に
議
会
の
こ

と
を
い
ろ
い
ろ
お
知
ら
せ
し
よ

う
と
、
編
集
を
し
て
い
る
か
た

わ
ら
、
議
会
で
の
こ
と
を
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
て
、
自
身
の

た
め
に
勉
強
に
な
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
議
会
だ
よ
り
の
ご
愛

読
を
お
願
い
し
ま
す
。�（
佐
藤
）

　
昨
年
に
引
き
続
き
読
者
モ
ニ
タ
ー
を
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
私
で
す
が
、
高
校
ま
で
は
大
阪
育
ち
で
軽
井

沢
出
身
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
の
頃
は
母
の
実
家

（
今
の
自
宅
）
が
旧
軽
井
沢
に
あ
り
、
毎
夏
冬
に
来
軽

し
て
い
ま
し
た
。
特
に
夏
は
普
段
会
え
な
い
従
兄
弟
達

に
会
え
る
楽
し
み
も
あ
り
、
軽
井
沢
へ
行
く
こ
と
が
待

ち
遠
し
か
っ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
夏
は
盆
踊
り
や

お
祭
り
が
あ
っ
て
子
ど
も
時
代
の
私
は
自
然
に
地
元
や

別
荘
の
人
達
と
と
も
に
、
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
自
宅
が
軽
井
沢
に
移
り
、
自
分
も
三
十
歳
の

頃
に
こ
ち
ら
へ
居
を
移
し
て
、
消
防
団
や
青
年
部
に
入

り
、
お
祭
り
や
盆
踊
り
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
の
活
動
は
た
ま
に
面
倒
に
思
う

時
も
あ
り
ま
す
が
、
議
会
だ
よ
り
を
よ
く
読
む
こ
と
に

よ
り
、
議
員
さ
ん
達
や
住
民
の
方
達
・
行
政
の
考
え
方

へ
の
理
解
が
深
ま
り
、
自
分
に
と
っ
て
の
新
し
い
故
郷

で
も
あ
る
軽
井
沢
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。

　
地
方
自
治
は
民
主
主
義
の
教
科
書
と
い
う
話
し
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
達
モ
ニ
タ
ー
の
意
見
が
さ

ら
に
わ
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
作
り
に
役
立
ち
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
議
会

や
行
政
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

�
一
色　
圭

（
原
文
マ
マ
）

　
読
者
の
視
点
を
紙
面
づ

く
り
や
効
果
的
な
広
報
活

動
に
活
か
す
こ
と
を
目
的

に
導
入
し
た
議
会
だ
よ
り

モ
ニ
タ
ー
（
総
勢
9
名
）

と
2
回
目
の
懇
談
会
を
持

ち
ま
し
た
。
今
回
も
編
集

の
手
法
に
つ
い
て
多
く
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
一
部
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

◦
議
会
だ
よ
り
で
議
会
の

こ
と
を
す
べ
て
知
る
の
は

難
し
い
。
議
会
傍
聴
を
促

し
た
り
、
開
催
期
日
を
告

知
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
。

◦
「
何
日
に
は
こ
ん
な
議

案
を
審
議
し
た
」
な
ど
カ

レ
ン
ダ
ー
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
と
全
体
の
流
れ
を
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編
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後
記

読
者
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
お
便
り
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内
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つ
か
み
や
す
い
。

◦
賛
否
が
分
か
れ
そ
う
な

事
業
が
提
案
さ
れ
た
と
き
、

そ
れ
が
い
つ
町
か
ら
発
表

さ
れ
、
ど
ん
な
ね
ら
い
が

あ
る
の
か
知
ら
さ
れ
な
い
。

情
報
が
住
民
に
届
い
た
時

に
は
す
で
に
決
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
、
も
ど
か
し
さ

を
感
じ
る
。

◦
発
言
し
て
い
る
の
が
誰

な
の
か
、
わ
か
ら
な
い
。

発
言
内
容
に
よ
っ
て
は
、

誰
の
発
言
な
の
か
知
り
た

い
と
き
が
あ
る
。

◦
子
ど
も
た
ち
に
参
画
意

識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
。
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

等
で
議
会
だ
よ
り
の
１

ペ
ー
ジ
を
使
っ
て
授
業
を

す
す
め
て
は
ど
う
か
。

◦
検
討
し
ま
す
と
い
う
回

答
に
対
し
て
は
、
次
回
の

議
会
で
も
う
一
度
聞
い
て

欲
し
い
。

こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を
活

か
し
て
、
さ
ら
に
伝
わ
る

紙
面
作
り
に
役
立
て
て
ま

い
り
ま
す
。

議 員 懇 談 会
議会では特定の分野を深く掘り下げる広聴の取
り組みとして、町内各種グループ・団体と語り
合う意見交換会を開催しています。
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広報広聴常任委員 8 名

議会だよりモニターの皆さん


